
Scratch を用いたプログラミング教室の実施と小学生・高校生からの反応 

山内 菜美加 

長野県諏訪実業高等学校 

namika22@m.nagano-c.ed.jp 

 

本校商業科の小学科である会計情報科の 3年次の選択科目として「プログラミング」が設置されて

いる．この授業では例年ビジュアル言語の Scratchで導入を行い,その後 JavaScript に移行している． 

昨年度は，新たな取り組みとして小学生に向けてプログラミング教室を実施した．プログラミング

教室について小学生と高校生から得られた反応と授業者である筆者が感じた効果についてまとめた． 

１．はじめに 

南雲ら(2017)や浅見ら(2017)がすでに指摘して

いるように Scratch を用いて，プログラミングの

学習をすることで，文法エラーを気にせずにアル

ゴリズムの基本を習得することができる(1)(2)．そ

のため，本校で開講している「プログラミング」

の授業では，7 年前から Scratch を用いてプログ

ラミングの導入をしている．しかし，アルゴリズ

ムの基本を学ぶだけでは，高校生は活用をするこ

とに高いハードルを感じている(3)．そこで，高校

生が自ら思考して作品を作成するための資質能力

を育成することを目指して，思い描くプログラム

を構造化し実現する自由制作活動を授業の中で取

り入れてきた．自由制作活動ののち，理解が深ま

ったところで，JavaScriptに移行をしていた． 

昨年度は，自由制作活動を行った後に，高校生

の主体性を高めることや，アルゴリズムの理解を

深め，表現する活動を充実させることを目的とし

て，小学生に向けたプログラミング教室を行った． 

 

２．本校でのプログラミング教育の取り組み 

2.1 令和 5年度の授業展開 

プログラミングの選択者は 17名であり，表 1に

示した通り授業を実施した．  

 

表１ 授業スケジュール 

 

 

プログラミング教室に至るまでに，高校生は，

2，3 人で 1 つのグループとなり，グループごと

Scratchで教材制作と PowerPointでの説明資料の

作成を行った．当日は，上諏訪小学校の 4 年生 1

クラス(30 名程度)を対象に 45 分×2 コマの授業

を行った．高校生が作成した教材を各グループ 5

人程度の小学生に教えた．グループごと作成する

作品が異なるため，最後に小学生は作成した作品

を別のグループと共有する時間を作った． 

2 学期のプログラミング教室終了時に，生徒か

ら反省を生かして 3 学期も Scratch を用いた作品

制作とプログラミング教室を行いたいという要望

があったため，JavaScriptへの移行は行わないこ

とにした．しかし，先方の都合で 3 学期の開催が

できなくなってしまい，引き続き Scratch での教

材作成のみを行った．  

 

2.2 小学生に教えることで高校生に期待している

学習効果 

本校で実施したプログラミング教育イベントに

ついての浅見(2019)の研究によると，生徒たちは

プログラミングに関する知識・技能が向上したと

回答している．また，「課題設定・問題解決能力」

や，「行動力」「コミュニケーション能力」を身

に着けることができたと回答した． (4)． 

筆者もプログラミング教育イベントを実施する

ことにはこのような効果があると考えている． 

 

３．考察 

3.1高校生の反応 

高校生は各学期の最後に授業に対する振り返り

を行っている．振り返りの内容は各学期での授業

に対する理解度や資質能力に対する自己評価と感

想（3 学期のみ 1 年間の感想）を記載させた．図

1～3 は各学期の感想欄をユーザーローカル AI テ

キストマイニング(6)で分析した結果である．  

１学期は「てこずる」や「バグ」「うろ覚え」

といったプログラミングに対する抵抗感が表現さ

れている．しかし，2 学期になると「教えやすい」

や「伝わりやすい」，「小学生」など小学生を意

識したスコアが高かった．3 学期では「プログラ

ミング」，「変数」，「アルゴリズム」などの記

述がありプログラミングに対する全体的な理解に

対する記述のスコアが高かった． 

 

1 学期：Scratchの使い方と自由制作 

2 学期：教材作成とプログラミング教室の実施 

3 学期：2 学期の反省をもとに再度教材作成 

 



 

図１ １学期の生徒の感想 

 

 
図２ ２学期の生徒の感想 

 

 

図３ ３学期の生徒の感想 

 

授業をしていて，1 学期の自由制作の時間中は

高校生との対話が，デバックに関する内容が大半

を占めていた．しかし，2，3学期になると高校生

間で教えあいながら解決をする場面が増え，筆者

は教材用の作品の改善策を提案できるようになっ

た．また，3 学期はプログラミング教室の実施が

できず，作品制作のみとしてしまったことで，記

述も 1 学期から 2 学期のような大きな変化が見ら

れなかったのではないかとかと考察をした． 

  

3.2小学生の反応 

 同様にプログラミング教室へ参加をした小学生

に対して「今日の感想を教えてください」という

質問項目を用意し，回答をテキストマイニングに

かけた．小学生は 2 コマ連続で長い時間でありな

がらも最後まで集中力を切らさずに熱中して取り

組んでおり，熱中度合いがテキストマイニングに

も表現されている． 

 

 

図４ 小学生の感想 

 

４.今後の展望 

本年度は教育課程が変わり，プログラミングを

履修している生徒たちは，すでに，Excel のマク

ロ言語を用いてアルゴリズムについて学習をして

いる．しかし，活用のレベルには至っていない
（3）．また，プログラミング教室の対象を中学生

とし，実施を計画している．高校生たちの学習体

系やプログラミング教室の参加者の違いにより，

教材の内容の難易度や参加者の反応に関する研究

を進めたい．また，本研究では高校生に対する教

育効果について考察重ねたが，参加者（小学生）

にとっては単発のプログラミング教育イベントと

なってしまい，教育的効果の検討が十分にできて

いない．今年度は参加者に対する教育的効果につ

いても研究を進めていきたい． 
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